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１ 調査問題 ３ ⑷ 

  
    （（２位数）÷（１位数）の筆算について、図を基に、各段階の商の意味を考えることができ
るかどうかをみる問題） 

                                                   

（１）課題が見られた問題について 

 この問題では、66÷３の筆算について、計算に関

して成り立つ性質や図を基に、十の位にたてた「2」

の意味を捉えることが必要になります。筆算の商の

十の位にたてた「２」が、60÷３の計算をした結果を

表していると捉えるために、66÷３の筆算を図と関

連付けて考察することが必要です。正答は、商の十

の位にたてた「２」が 60 を３等分した結果と捉えて

いるもので、松本市では課題が見られました。 

最も多かった誤答は、筆算の十の位にたてた「２」

を「６０÷3」ではなく、「６÷3」の計算をした結果と捉

えており、松本市、そして県内の児童の約３割がこ

の解答を選んでいます。これは、十の位にたてた

「２」を商が２になる式の６÷３に着目したためと考え

られます。 

今回の結果から、除法の筆算において、計算の

仕方の意味を、具体物や半具体物の操作と関連付

けて捉え直すことに課題があることが見えてきまし

た。単に除法の筆算の計算処理ができるだけでは

なく、筆算の計算処理の一つ一つの段階を図と関

連付けて捉えたり、除法について成り立つ性質と関

連付けて考えたりすることに課題があると考えられ

ます。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

 筆算を具体物や図と関連付けて考察したり、具体

物の操作や、図で考えた結果を式に表したりするこ

とで、筆算を式と関連付けて考察できるようにする

ことが重要です。例えば、除法の筆算の手順を具体

物や図に表したり、式に表したりする活動が考えら

れます。その際、除法の筆算が、被除数の66を60

と６に分解して計算するという考え方に基づいてい

ることを理解できるようにすることが大切です。 

実際の授業では、66を3で割る場面で、設問の「手順２」のように「６６」を 10円玉6個と 1円玉

6個で表し、筆算の商の十の位にたてた「２」は 60 を 3で割った結果である「20」を表していること

を、筆算の表現の隣に 10円玉6個を3等分した図や式「60÷３＝２０」に表して提示する方法が考

えられます。更に分解して計算する考え方の理解を深めるために、（２位数）×（１位数）の筆算の学習

段階から、被乗数を十の位と一の位に分けると計算できることや、この計算は分配法則を用いてい

ると捉え直すことができることを、筆算の表現を具体物などの図や式と関連付けて考える場を設け

ることが必要です。そのうえで、（２位数）÷（１位数）の筆算においても、被除数を十の位と一の位に

分けることを用いて計算の方法を考えたり、分配法則と同様の性質が、除法でも成り立つのかどう

かを考えたりすることで、統合的・発展的に考察できるようになると考えます。 
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             （百分率で表された割合について理解しているかどうかをみる問題） 
                                                   

（１）課題が見られた問題について 

 この問題では、百分率で表された割合である

30％について、100人や10人を基準量としたと

き、それらに対する比較量を捉えることが必要と

なります。百分率で表された割合についてその意

味を理解しているかどうかがポイントになります。

正答は、基準量に割合である３０％、つまり０．３

をかけて求めた人数と比較量の人数とが一致し

ているものとなります。 

この問題における松本市の児童の理解に関し

ては、全国と同様にかなりの課題があると言えま

す。最も多かった誤答は基準量を１００とした解答

を選んだものでした。この原因は、「百分率」とい

う言葉にふくまれる「百」という文字による誤認識

や、日常の様々なところで常に基準量を１００とし

て考える場面の多さにあると考えられます。 

また、次に多かった誤答は、０．３を含んだ解答

を選んだものでした。これは、「３０％」という割合

を小数倍で表したときに「０．３（倍））」となり、これ

が解答に関係してくるものと捉えたことが原因で

あると考えられます。 

今回の結果から、割合を数値に直す技能は身

に付いている中で、割合が示されているときに、

基準量と比較量について十分に捉えられておら

ず、割合の知識が十分身に付いていないという課題が見えてきました。百分率で表された割合につ

いて、具体的な数量の関係に基づいて理解できるようにすることが大切です。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

 指導に当たっては、日常生活の場面において、百分率で表された割合から基準量を自ら決めて、

それに対する比較量を捉える活動が取り組みやすいと考えます。その際、関係図や線分図を活用し

て、図をかいて考えることができるように指導していくこと、更にどちらを活用するかについては、児

童が使いやすい方法を選ばせていくことも考えられます。また、図をかく際には、基準量が何か、比

較量が何かというように、言葉をおさえてから図に取り組むようにすると、つまずきを減らせるように

なると考えられます。 

この問題においては、百分率は基準量を100としたときの比較量の割合であることから、100人

を基準量としたとき、それに対する比較量は30人と捉えることができるようにすることが大切で

す。また、歩合は基準量を10としたときの比較量の割合であることから、10人を基準量としたと

き、それに対する比較量は３人と捉えることができるようにすることも大切です。更に30％を「30

人をもとにした１人の割合」と誤って捉えている場合、30人を基準量としたとき、10％が３人である

ことから、30％が９人であることを確かめ、誤りに気付くことができるようにすることが大切になりま

す。 

なお、百分率の理解を深めるために、小数倍と百分率の関係を、数直線を使って丁寧に抑えてい

くことも大切です。また、「パーセント」という用語に難しさを感じる児童もいるため、指導にあたって

は、０．０１を１％と表したにすぎないことを知らせ、小数倍と百分率の関係を捉えることができるよう

にすることが必要です。 

２ 調査問題 ４ (1)    


